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信じる、長崎力。 

長崎県議会議員 前田哲也 通信<FAX／メール> 

  

定例県議会が終わりました。開会初日に上程された補正予算 233 億 44 百万円、追加補正 4 億 52

百万円（飲食業支援のための認証店へのクーポン券発行）、同 38 百万（来年開催 G７関連経費）が

可決され、また議員提出による「石木ダム建設推進に関する決議案」及び議会発議による「長崎県

ケアラー支援条例案」（九州全県で初）も可決されました。 

長崎新聞では以下のような論評が記事となっていました。前段の「議員と県の質疑・答弁からは

切迫感は伝わってこない」は私も少なからず同感するところがあります。 

議員が攻めていないわけではないものの、「深い議論に持ち込んでいない」印象です。知事に対し

控えめな質疑になっているのだと思います。 

アメリカでは政権が交代後は 100 日間のハネムーン期間と言われますが、大石知事も就任後のハ

ネムーン期間を終えて既に 100 日。就任挨拶で「可能なものから迅速に前に進めていく」と語った

知事に対し、12 月議会では 1年に 1 回の質疑を行いますので「是々非々・真剣勝負」で臨みたいと

思っています。ご期待ください。 

※近い動きでは新幹線議連が中心となり長崎県議会として「西九州新幹線のフル規格での建設」を

佐賀県議会に対して申し入れを行います。これまで佐賀県に配慮し佐賀県議会に対しては働き

かけを控えておりましたが、先月 23 日の開通で風向きがいい方向に変わってきたなかでのタイ

ミングで実施します。再来週の 18 日からは決算審査が始まります。 


